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緑
地
・
公
園

か
、
ま
た
面
的
な
緑
と
と
も
に
線
的
な
緑
を
い
か

に
し
て
ふ
や
し
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
で
あ

　
横
浜
の
山
林
緑
地
は
、
林
業
と
し
て
の
役
割
を

ほ
と
ん
ど
失
い
、
む
し
ろ
土
地
と
し
て
の
資
産
保

有
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
緑
地
と
し
て
の
役
割
は

所
有
者
個
人
の
努
力
、
好
意
に
よ
っ
て
保
た
れ
て

い
る
状
態
で
あ
る
。

　
四
〇
年
に
は
、
市
域
の
約
四
分
の
一
、
一
万
㌶

あ
っ
た
山
林
緑
地
が
、
一
五
年
後
の
五
五
年
に
は
、

牛
分
の
五
〇
〇
〇
㌶
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
こ

れ
は
農
地
も
同
様
で
、
八
〇
〇
〇
㌶
が
そ
の
半
分

に
減
少
し
た
。

■
要
綱
な
ど
用
い
て
保
全

　
今
日
、
山
林
・
農
地
の
面
積
は
市
域
の
お
お
む

ね
四
分
の
一
、
公
園
面
積
は
一
・
三
％
に
あ
た
る
。

　
残
さ
れ
た
山
林
や
農
地
、
ま
た
市
内
に
点
在
し

て
い
る
斜
面
緑
地
を
、
将
来
と
も
い
か
に
保
存
し

て
い
く
か
、
公
園
緑
地
を
い
か
に
整
備
し
て
い
く

　
そ
こ
で
、
横
浜
市
で
は
法
律
や
要
綱
を
用
い
て

山
林
緑
地
を
極
力
保
全
で
き
る
よ
う
各
種
の
施
策

を
行
っ
て
い
る
。

　
近
郊
緑
地
特
別
保
全
地
区
の
指
定
一
〇
〇
㌶
。

保
安
林
の
指
定
五
〇
㌶
。
市
街
化
区
域
内
の
山
林

保
存
の
た
め
の
緑
地
保
存
地
区
の
指
定
三
二
三

㌶
。
市
民
の
森
の
整
備
二
五
六
㌶
な
ど
を
実
施
し
、

こ
の
総
量
は
七
二
九
㌶
と
な
っ
て
い
る
（
図
－

１
）
。
し
か
し
、
こ
れ
は
現
存
す
る
山
林
の
わ
ず
か

一
五
・
一
％
、
市
域
面
積
の
一
・
七
％
に
す
ぎ
な

い
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
七
五
年
を
目
標
に
、
現

存
す
る
山
林
の
約
五
割
（
二
二
八
五
㌶
）
を
保
全

し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
。

　
一
方
、
新
た
に
緑
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
緑
化

は
、
道
路
、
学
校
な
ど
公
共
施
設
、
工
場
、
事
業

図－１　緑地保全の現状（昭和57年4月１日現在）
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②

す
み
よ
い
環
境

２

る
。

　
都
市
の
魅
力
や
安
全
性
、
快
適
性
に
は
緑
や
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
れ
は
、
山
林
・
農
地
な
ど
の
自
然
的
環
境
が
都

市
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
形
で
存
在
し
、
市
街
地

内
の
公
園
が
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
に

か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
自
然
的
緑
地
や
公
園
は
、
都
市
景
観

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
面
だ
け
で
な
く
都
市
の

防
災
の
面
な
ど
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。

緑
地
の
保
全
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“自然。とのふれあいを求めて（三保市民の森）

所
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
三
五
〇
㌶
以
上
に
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
も
市
民
の
協
力
を
得
て
推
進
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
求
め
ら
れ
る
新
た
な
施
策

　
緑
を
保
全
す
る
に
は
、
土
地
利
用
の
規
制
・
誘

導
、
公
有
地
と
し
て
の
取
得
、
ま
た
は
市
民
の
協

力
を
得
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る
。
法

律
に
よ
り
保
全
す
る
方
法
は
、
土
地
が
資
産
化
し

て
い
る
な
か
で
、
な
か
な
か
指
定
が
思
う
よ
う
に

進
ま
な
い
。
公
有
地
と
し
て
取
得
す
る
に
は
ば
＜

大
な
資
金
を
必
要
と
し
、
全
体
の
確
保
目
標
を
達

成
す
る
に
は
長
年
月
を
要
す
る
。

　
そ
こ
で
、
要
綱
に
よ
り
市
民
の
協
力
の
も
と
に

保
全
す
る
「
緑
地
保
存
地
区
」
の
指
定
や
、
「
市
民

の
森
」
の
設
置
事
業
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
指

定
し
て
か
ら
は
や
一
〇
年
を
迎
え
た
も
の
も
あ

り
、
契
約
更
新
の
問
題
が
で
て
く
る
な
ど
、
そ
の

保
全
策
は
い
っ
そ
う
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
身
近
な
緑
が
年
々
減
少
し
て
い
く
な
か
で
、
市

域
の
な
か
に
残
存
し
て
い
る
自
然
山
林
や
、
農
地
、

ま
た
横
浜
ら
し
い
景
観
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
斜

面
緑
地
な
ど
に
対
す
る
新
た
な
保
全
施
策
の
実
行

が
緊
急
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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公
園
の
整
備

■
遅
れ
て
い
る
公
園
の
整
備

　
市
内
の
公
園
は
五
六
年
度
末
現
在
、
県
立
公
園

も
含
め
て
一
〇
五
九
か
所
、
五
四
九
㌶
て
あ
り
、

公
園
率
（
市
民
一
人
当
り
の
公
園
面
積
）
で
表
わ

し
て
み
る
と
、
一
　
・
九
五
㎡
で
あ
る
（
図
｜
２
）
。

　
こ
の
数
字
は
一
一
大
都
市
中
最
下
位
で
あ
り
、

最
も
公
園
率
の
高
い
神
戸
市
の
六
・
五
八
㎡
と
比

２　大都市の1人当り公園面積

較
す
る
と
三
分
の
一
弱
で
あ
る
。

　
横
浜
市
は
こ
の
一
〇
年
来
市
民
に
一
番
身
近
な

児
童
公
園
の
整
備
公
開
を
年
間
、
数
一
〇
か
所
、
時

に
よ
っ
て
は
一
〇
〇
か
所
程
度
行
っ
て
き
て
い
る

ほ
か
、
こ
こ
二
、
三
年
は
比
較
的
大
き
な
公
園
も

年
間
三
か
所
程
度
の
整
備
を
し
て
き
て
い
る
。
こ

の
結
果
、
公
園
面
積
は
四
七
年
か
ら
五
六
年
ま
で

図一３　公園面積と市民1人当り公園面積の推移

の
一
〇
年
間
に
約
一
・
八
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
公
園
率
に
つ
い
て
は
、
丁
六
倍
程
度

の
伸
び
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
図
－
３
）
。

　
次
に
市
内
一
四
区
の
公
園
の
整
備
状
況
を
み
る

と
、
区
ご
と
に
は
か
な
り
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
見

受
け
ら
れ
る
。
公
園
率
で
比
べ
れ
ば
、
最
高
で
あ

る
中
区
の
四
・
九
二
㎡
に
対
し
て
、
最
低
で
あ
る

瀬
谷
区
で
は
〇
・
七
二
㎡
と
か
な
り
開
き
が
あ
る
。

■
質
の
高
い
公
園
を
め
ざ
す

　
近
年
に
お
け
る
市
民
の
余
暇
時
間
の
増
大
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
は
、
市
民
の
行
政
に
対
す

る
要
望
を
多
様
な
も
の
と
し
て
い
る
。
市
民
の
公

園
に
対
す
る
要
望
も
年
々
高
ま
る
傾
向
に
あ
り
、

整
備
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
質
へ
の
要
望
も
高
ま

っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
対
応
と
し
て
、
横
浜
市
の
最
近
の
公

園
整
備
の
特
徴
は
、
第
一
と
し
て
安
全
な
都
市
づ

く
り
の
観
点
か
ら
防
災
的
役
割
を
持
つ
公
園
（
防

災
公
園
）
の
整
備
で
あ
る
（
岸
根
、
根
岸
森
林
公

園
な
ど
）
。
こ
の
な
か
で
と
く
に
規
模
の
大
き
な
も

の
に
は
災
害
用
の
備
蓄
庫
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
公
園
プ
ー
ル
に
お
い
て
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
の
も
の
を
鋼
製
化
に
つ
と
め
、
災
害
時
に

100



●第３章／市民生活と市政

新しいタイプの広場公園が誕生（開港広場）

　
第
二
と
し
て
、
市
民
生
活
を
快
適
な
も
の
と
す

る
都
市
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
公
園
の
建
設
と
、
家
族
連
れ
で
一
日
を

楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
な
総
合
公
園
の
建
設
で
あ

る
（
長
浜
、
清
水
ケ
丘
、
舞
岡
、
久
良
岐
公
園
な

ど
）
。
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
は
利
用
効
率
を
高
め
る
た

め
、
夜
間
照
明
の
設
置
や
、
オ
ー
ル
ウ
ェ
ザ
ー
型

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
多
目
的
広
場
の
設
置
、
あ
る

い
は
児
童
公
園
の
広
場
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
可
能

な
よ
う
な
整
備
を
で
き
る
限
り
行
っ
て
い
る
。

　
第
三
の
特
徴
と
し
て
、
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り

の
観
点
か
ら
、
都
市
景
観
に
配
慮
し
た
公
園
と
し

て
、
横
浜
市
の
顔
と
な
る
よ
う
な
街
角
に
広
場
公

園
を
整
備
し
て
い
る
（
開
港
広
場
な
ど
）
。

　
公
園
の
不
足
は
、
人
口
急
増
と
用
地
取
得
の
困

難
さ
が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
ご
と
の
整
備
量
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
も
問
題
で
あ

101

る
。

　
そ
の
た
め
、
積
極
的
な
買
収
や
借
受
け
、
公
有

地
の
有
効
活
用
な
ど
に
よ
り
用
地
の
確
保
を
積
極

的
に
進
め
、
ま
た
他
の
公
共
施
設
と
の
兼
用
化
、
あ

る
い
は
既
存
公
園
の
利
用
効
率
を
高
め
る
な
ど
質

の
高
い
整
備
を
行
う
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

飲
料
な
ど
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い

る
。


	page1
	page2
	page3
	page4

